
委
員
会
は
歌
川
副
委
員
長
の

挨
拶
で
開
会
し
、
議
長
に
は
千

葉
委
員
（
仙
石
線
駅
連
合
）
を

選
出
し
た
。
地
本
を
代
表
し
、

大
沼
委
員
長
は
、
委
員
会
の
焦

点
と
し
て
、
▼
春
闘
。
中
央
・

エ
リ
ア
委
員
会
で
決
定
し
た
運

動
方
針
を
全
体
で
確
認
し
、
ベ

ア
獲
得
の
腹
固
め
を
す
る
こ
と
。

春
闘
要
求
は
2
月
12
日
Ｊ
Ｒ

各
社
に
一
斉
に
申
し
入
れ
、
3

月
14
日
に
回
答
を
求
め
て
い
る
。

安
倍
首
相
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
り
イ
ン
フ
レ
に
誘
導
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
円
安
や
消

費
税
増
税
も
あ
り
、
経
済
学
者

や
専
門
家
は
デ
フ
レ
か
ら
の
脱

却
は
賃
金
の
向
上
、
特
に
月
例

賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要
不
可

欠
と
し
て
い
る
。
全
産
業
、
全

て
の
労
組
が
ベ
ア
を
前
面
に
出

し
交
渉
を
進
め
、
Ｊ
Ｒ
内
で
も

各
労
組
が
全
力
を
尽
く
す
春
闘

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
２
０
０
０
年
か
ら
賃
下
げ

が
続
い
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
。

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
労

働
者
は
、
１
２
０
０
万
人
超
過
、

家
族
の
継
続
、
労
働
力
の
再
生

産
が
困
難
な
事
態
。
一
人
勝
ち

の
大
企
業
は
２
７
０
兆
円
の
内

部
留
保
を
積
み
増
し
。
職
場
で

隣
の
仲
間
と
こ
の
社
会
問
題
を

話
し
合
い
、
ベ
ア
獲
得
を
労
働

者
の
総
意
と
す
る
14
春
闘
に
。

▼
政
治
動
向
。
安
倍
首
相
は
自

民
の
党
是
で
あ
る
憲
法
改
正
に

つ
き
す
す
ん
で
い
る
。
日
本
国

憲
法
は
国
民
主
権
・
平
和
主
義
・

基
本
的
人
権
の
尊
重
を
原
則
に
、

時
の
権
力
者
の
身
勝
手
な
振
る

舞
い
を
縛
る
た
め
制
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
反
動

政
治
に
反
対
す
る
勢
力
の
接
着

剤
と
し
て
国
労
は
貢
献
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
▼
組
織
拡
大
。

全
て
の
闘
い
を
組
織
拡
大
へ
。

時
間
は
多
く
残
さ
れ
て
い
な
い
。

一
人
一
人
の
組
合
員
が
意
識

し
汗
を
か
こ
う
。
国
労
を
主
張

す
る
方
法
は
様
々
。
よ
く
国
労

ら
し
い
闘
い
、
と
い
う
が
国
労

は
独
善
的
・
観
念
的
組
織
で
は

な
い
。
時
代
・
情
勢
に
柔
軟
に

対
応
し
、
職
場
の
労
働
者
と
一

緒
に
今
の
問
題
に
向
き
合
い
改

善
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
。
具
体
的
に
職
場
で

不
安
や
不
満
を
持
つ
労
働
者
、

他
労
組
、
若
い
世
代
と
も
話
し

合
え
る
職
場
環
境
と
人
間
関
係

を
築
こ
う
と
述
べ
、
忌
憚
の
な

い
委
員
の
発
言
を
要
請
し
た
。

続
い
て
来
賓
か
ら
は
激
励
と

連
帯
の
挨
拶
を
頂
い
た
。

ま
た
特
別
報
告
と
し
て
、
第

16
代
高
校
生
平
和
大
使
の
吉
田

有
沙
さ
ん
と
仲
野
瑞
保
さ
ん
か

ら
平
和
大
使
と
し
て
の
活
動
と

課
題
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

さ
ら
に
東
日
本
本
部
伊
藤
執

行
委
員
か
ら
は
、
情
勢
と
国
労

が
抱
え
る
諸
課
題
等
が
述
べ
ら

れ
た
（
別
掲
☚
）
。

そ
の
後
、
原
子
書
記
長
が
大

会
以
降
の
経
過
と
方
針
等
を
一

括
提
案
し
、
委
員
か
ら
の
質
疑

と
執
行
部
か
ら
の
答
弁
、
書
記

長
集
約
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
経
過
と
運
動
方
針
が

承
認
、
続
い
て
委
員
会
宣
言
が

提
案
、
承
認
さ
れ
全
て
の
議
事

が
終
了
。
千
葉
議
長
が
退
任
の

挨
拶
を
述
べ
た
後
、
歌
川
副
委

員
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
し
、
大

沼
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で

閉
会
し
た
。

【
※
委
員
の
発
言
と
特
別
報
告

は
別
途
掲
載
予
定
で
す
】
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1
・
26
/
30

東
北
交
運
労
協
海
外
交
通
事
情
視
察
（
台
湾
）

2
・
1

安
プ
ロ
・
各
支
部
業
務
部
長
合
同
会
議

2
・
2

全
国
貨
物
協
議
会
エ
リ
ア
代
表
者
会
議

2
・
4

第
5
回
地
方
執
行
委
員
会

2
・
8

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

2
・
8

地
本
婦
人
部
定
期
委
員
会

2
・
8

中
間
会
計
監
査

2
・
11

東
日
本
本
部
第
31
回
拡
大
委
員
会

2
・
12

第
6
回
地
方
執
行
委
員
・
第
2
回
闘
争
委
員
会

2
・
15

第
44
回
国
労
仙
台
家
族
会
総
会

地
方
本
部
は
2
月
22
日
、
仙
台
市
内
ア
エ
ル
に
お
い
て
、
第

１
２
５
回
定
期
地
方
委
員
会
を
開
催
し
た
。

 
委
員
会
で
は
出
席
し
た
委
員
の
真
摯
な
討
論
の
結
果
、
議
案

は
全
て
承
認
さ
れ
、
当
面
す
る
諸
課
題
と
14
春
闘
勝
利
に
向
け

た
取
組
み
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

▼
2
月
11
日
の
東
日
本
拡
大

委
員
会
で
方
針
確
立
。
喫
緊

の
課
題
は
組
織
拡
大
、
安
全

問
題
な
ど
全
て
の
闘
い
を
組

織
強
化
・
拡
大
に
集
約
す
る

意
思
統
一
を
し
た
。
昨
年
の

大
会
以
降
、
20
代
か
ら
「
最

後
は
国
労
」
の
仲
間
ま
で
、

幅
広
い
世
代
の
加
入
、
ま
た

JR
本
体
だ
け
で
な
く
グ
ル
ー

プ
会
社
の
プ
ロ
パ
ー
社
員
等
、

横
へ
の
広
が
り
も
。

▼
首
都
圏
の
業
務
委
託
職
場

で
あ
る
、
JR
東
日
本
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
）
で
働
く
プ
ロ
パ
ー
社
員

は
、
労
組
未
加
入
者
が
多
く
、

JR
東
日
本
の
契
約
社
員
経
験

者
。
東
日
本
本
部
は
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
会
社
に
対
し
、
「
労
使
間

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
協
定

の
締
結
」
「
昇
進
や
給
与
な

ど
の
ル
ー
ル
見
直
し
」
に
対

す
る
「
申
」
を
2
本
提
出
。

今
後
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
会
社
は
千
葉
・

水
戸
な
ど
拡
大
が
推
測
さ
れ
、

労
使
間
の
ル
ー
ル
作
り
か
ら

組
織
拡
大
に
つ
な
げ
る
突
破

口
に
し
た
い
。

▼
新
採
対
策
で
は
、
公
平
・

公
正
な
扱
い
を
繰
り
返
し
求

め
て
き
た
が
、
昨
年
も
一
部

支
社
と
現
場
で
看
過
し
が
た

い
事
象
が
発
生
し
て
お
り
、

「
新
規
採
用
者
の
現
場
配
属

に
関
す
る
申
入
れ
」
を
提
出

し
、
再
発
防
止
に
向
け
会
社

に
強
く
申
し
入
れ
て
き
た
。

▼
組
織
拡
大
は
国
労
の
存
亡

を
か
け
た
待
っ
た
な
し
の
状

況
。
こ
の
数
年
が
勝
負
で
あ

り
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間

の
加
入
を
勝
ち
取
ろ
う
。

▼
安
全
問
題
。
検
修
業
務
の

外
注
化
で
は
多
く
の
委
員
か

ら
発
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
駅

業
務
委
託
化
で
は
直
外
区
分

や
作
業
指
示
関
係
で
の
偽
装

請
負
問
題
、
駅
遠
隔
シ
ス
テ

ム
導
入
な
ど
会
社
の
効
率
化
・

合
理
化
は
、
安
全
と
サ
ー
ビ

ス
を
蔑
ろ
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
東
日
本
本
部
は
「
働
き

方
」
と
「
就
労
条
件
」
の
二

つ
で
会
社
と
の
交
渉
を
進
め

て
い
く
。
JR
北
海
道
問
題
な

ど
改
め
て
「
安
全
は
輸
送
業

務
の
最
大
の
使
命
で
あ
る
」

こ
と
を
労
使
双
方
が
再
確
認

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
「
安
全
・
技
術
に
関
す

る
申
入
れ
」
や
「
車
両
セ
ン

タ
ー
関
係
の
見
直
し
要
求
」

を
申
入
れ
た
。
ま
た
「
労
働

条
件
に
関
す
る
労
働
協
約
の

改
訂
要
求
」
で
は
現
在
ま
で

3
回
交
渉
を
持
ち
進
捗
状
況

は
業
務
連
絡
報
で
周
知
し
て

い
る
。
改
善
の
状
況
は
厳
し

い
が
今
後
も
地
方
に
協
力
を

も
ら
い
臨
む
。

▼
14

春
闘
。
2
月
12

日
、

「
賃
金
改
善
等
に
関
す
る
申

入
れ
」
を
提
出
。
賃
金
は
労

働
力
の
再
生
産
費
で
あ
り
、

さ
ら
に
労
使
の
力
関
係
で
決

ま
る
。
そ
の
た
め
に
も
国
労

を
質
・
量
的
に
強
く
す
る
こ

と
。
全
て
の
闘
い
を
組
織
拡

大
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
重

要
。
JR
貨
物
は
2
月
20
日
、

第
1
回
交
渉
が
終
了
。
労
働

条
件
の
最
た
る
も
の
で
あ
る

賃
金
の
改
善
と
、
職
場
か
ら

の
「
働
か
さ
れ
様
」
「
働
き

方
」
を
見
直
す
「
14
春
闘
」

に
し
よ
う
。

委員会終了後に団結頑張ろう三唱

東日本伊藤執行委員

挨拶する大沼委員長（左は千葉議長）

来

賓

（
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党

（
国
労
議
員
団
）石

川

建
治

☆
日
本
共
産
党

横
田

有
史

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

菅
原

晃
悦

☆
全
交
運
共
済
生
協

太
田

博
二

☆
国
労
東
日
本
本
部

伊
藤

隆
夫



会
議
は
、
青
年
部
や
秋
田
地

本
・
仙
台
地
本
の
拡
大
職
場
か

ら
の
報
告
と
参
加
者
全
員
に
よ

る
分
散
会
、
地
方
本
部
組
織
部

か
ら
の
提
起
で
構
成
さ
れ
、
冒

頭
、
国
労
東
日
本
本
部
彦
田
青

年
部
長
か
ら
、
青
年
部
の
状
況

や
取
組
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ

た
。

◆
青
年
部
常
任
委
員
会
を
開
催

し
、
「
一
人
で
も
多
く
の
仲
間

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
議

論
を
し
て
い
る
。
取
組
み
の
一

つ
と
し
て
青
年
部
交
流
会
を
開

催
し
、
他
労
組
の
青
年
に
も
呼

び
か
け
を
し
話
し
合
う
等
し
て

い
る
。
ま
た
青
年
部
主
体
で
入

社
式
宣
伝
行
動
を
行
な
っ
て
い

る
。
結
果
と
し
て
東
日
本
エ
リ

ア
で
は
7
年
連
続
で
新
規
採
用

者
が
国
労
加
入
。

◆
和
解
後
の
変
化
。
プ
ロ
採
で

入
社
の
組
合
員
が
一
度
目
で
車

掌
試
験
に
合
格
や
契
約
社
員
か

ら
正
社
員
試
験
に
合
格
す
る
な

ど
変
化
が
。
12
年
度
以
降
は
会

社
が
入
社
式
等
で
、
「
ど
の
組

合
を
選
択
す
る
の
も
自
由
、
加

入
し
な
い
の
も
自
由
」
「
焦
ら

ず
職
場
で
経
験
し
て
か
ら
選
択

を
」
と
発
言
し
て
い
る
。
一
方

で
組
合
不
要
論
と
も
受
け
止
め

ら
れ
る
。
他
労
組
へ
の
新
入
社

員
名
簿
の
流
出
や
半
強
制
加
入

な
ど
反
発
心
も
。
今
が
拡
大
の

チ
ャ
ン
ス
。

◆
営
業
職
場
で
は
数
年
す
れ
ば

乗
務
員
に
。
大
事
な
こ
と
は
、

「
運
転
士
に
な
っ
て
か
ら
…
」

で
は
な
く
、
「
国
労
は
全
国
単

一
組
織
。
転
勤
先
の
職
場
の
先

輩
を
紹
介
す
る
か
ら
国
労
に
来

い
！
」
と
呼
び
か
け
を
し
て
も

ら
い
た
い
。
仕
事
を
始
め
、
日

常
的
な
世
話
役
活
動
を
実
践
し

他
労
組
と
の
違
い
を
感
じ
て
も

ら
う
事
が
第
一
歩
。

◆
今
後
の
取
組
み
。
労
働
組
合

が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
改
め
て

学
習
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
学
習
会
の
開
催
を
検
討

し
て
い
る
。
国
労
に
加
入
し
先

輩
に
守
っ
て
も
ら
う
の
で
は
な

く
、
先
輩
達
が
取
組
ん
で
き
た

運
動
を
継
承
し
共
に
闘
う
青
年

部
に
な
る
こ
と
が
必
要
。

◆
も
う
一
人
の
仲
間
が
欲
し
い
。

未
加
入
の
青
年
も
い
る
。
と
に

か
く
呼
び
か
け
を
し
な
け
れ
ば

加
入
は
な
い
。
し
か
し
分
会
等

の
活
動
が
し
っ
か
り
し
て
い
な

い
と
い
ざ
加
入
と
い
う
段
階
で

あ
わ
て
て
し
ま
う
。

続
い
て
昨
年
6
月
21
日
に
拡
大

が
あ
っ
た
秋
田
地
本
か
ら
の
報

告
と
し
て
、
秋
田
地
本
高
橋
英

樹
執
行
委
員
と
東
労
組
か
ら

国
労
に
加
入
し
た
宮
崎
和
孝
さ

ん
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

高
橋
執
行
委
員
は
、
宮
崎
さ

ん
の
加
入
に
至
る
経
過
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
秋
田
地
本
の

こ
の
間
の
組
織
拡
大
の
取
組
み

を
報
告
。
高
橋
執
行
委
員
は
、

「
と
に
か
く
全
組
合
員
が
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
達
成
は
困
難
で

あ
る
と
の
位
置
付
け
か
ら
、
地

本
内
組
合
員
の
全
員
オ
ル
グ
を

実
施
し
た
。
１
０
０
％
は
出
来

な
か
っ
た
が
95
％
は
実
施
で
き

た
。
そ
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見

つ
け
よ
う
と
提
起
し
た
」
「
行

動
を
起
こ
し
て
提
起
す
る
。
ア

ク
シ
ョ
ン
を
し
な
け
れ
ば
何
も

起
こ
ら
な
い
。
き
れ
い
に
物
事

が
進
む
わ
け
で
は
な
い
」
と
述

べ
、
目
標
の
達
成
に
向
け
、
提

起
と
行
動
が
大
切
と
訴
え
た
。

続
い
て
宮
崎
和
孝
さ
ん
は
、

国
労
加
入
の
経
過
と
現
在
の
気

持
ち
等
を
報
告
し
た
後
、
「
高

橋
さ
ん
ら
国
労
の
人
た
ち
は
仕

事
の
話
で
熱
く
な
れ
る
、
か
っ

こ
い
い
お
っ
さ
ん
だ
な
と
感
じ

た
。
今
後
も
仕
事
を
通
じ
て
技

術
継
承
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
業
務
が
国
労

加
入
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

で
あ
る
と
述
べ
た
。

集
会
は
、
エ
リ
ア
本
部
か
ら

の
提
起
と
4
職
場
か
ら
拡
大
に

向
け
た
取
組
み
の
報
告
が
さ
れ

た
。
そ
の
後
参
加
者
全
員
に
よ

る
分
散
会
が
行
わ
れ
、
議
論
を

深
め
合
っ
た
。
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宮
城
県
支
部
東
北
工
事
事
務
所
分
会
か

ら
以
下
の
報
告
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

東
北
工
事
事
務
所
分
会
で
は
、
去
る
1

月
25
日
利
府
町
の
「
ホ
テ
ル
浦
嶋
荘
」

で
「
第
27
回
定
期
分
会
大
会
」
を
行
っ

た
後
、
機
関
紙
「
ろ
ば
た
発
行
１
０
０

０
号
達
成
祝
賀
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
分
会
Ｏ
Ｂ
を
含
め
25
名
の

参
加
が
あ
り
、
歴
代
の
分
会
長
や
教
宣

担
当
者
か
ら
、
「
ろ
ば
た
」
発
行
に
ま

つ
わ
る
苦
労
話
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、

当
時
を
懐
か
し
く
振
り
返
り
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

当
分
会
は
前
身
で
あ
る
国
鉄
盛
岡
工
事

事
務
所
（
岩
手
県
盛
岡
市
）
の
廃
止
に

伴
い
、
組
合
員
が
東
日
本
管
内
各
地
に

分
散
配
置
さ
れ
た
中
で
、
１
９
８
７
年

5
月
に
仙
台
工
事
事
務
所
の
仲
間
で
結

成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
分
会
発
足
と

と
も
に
各
地
に
分
散
す
る
組
合
員
の
絆

を
結
ぶ
情
報
紙
と
し
て
発
行
さ
れ
た
の

が
「
ろ
ば
た
」
で
あ
り
、
以
来
27
年
の

歳
月
を
経
て
１
０
０
０
号
に
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
０
０
０
号
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
と
、

組
合
レ
ク
や
旗
開
き
・
交
流
会
と
い
っ

た
和
や
か
な
記
事
の
一
方
で
、
不
当
発

令
撤
回
・
団
体
交
渉
・
地
労
委
闘
争
・

裁
判
闘
争
な
ど
当
時
の
緊
迫
し
た
闘
い

の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
特
に
同
僚

の
死
亡
事
故
に
対
し
て
労
働
災
害
の
認

定
を
勝
取
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
遺
族
や

分
会
執
行
部
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

仲
間
が
東
奔
西
走
し
た
結
果
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

機
関
紙
活
動
を
分
会
活
動
の
中
心
に
据

え
、
「
み
ん
な
で
作
る
み
ん
な
の
機
関

紙
」
を
合
言
葉
に
発
行
し
て
き
た
「
ろ

ば
た
」
は
分
会
の
活
動
記
録
そ
の
も
の

で
あ
り
、
こ
う
し
て
Ｏ
Ｂ
会
員
の
参
加

の
下
、
盛
大
に
祝
賀
会
を
開
催
で
き
た

の
も
「
ろ
ば
た
」
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

す
。１

０
０
０
号
達
成
を
記
念
し
て
、
仙
台

地
方
本
部
か
ら
表
彰
状
と
祝
い
金
を
い

た
だ
き
、
宮
城
県
支
部
と
東
京
工
事
事

務
所
分
会
か
ら
は
祝
辞
と
と
も
に
心
遣

い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
励
み

と
し
て
気
持
ち
を
新
た
に
活
動
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退
職
の
お
知
ら
せ

1
月
31
日
付

村
上

幸
栄
さ
ん

郡
工
支
部
車
体
科

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

1
月
20
日
付

◆
一
般
異
動

大
和

秋
男
さ
ん

郡
山
運
輸
区

↓

小
牛
田
運
輸
区

分散会の様子

1
月
18
・
19
日
の
両
日
、
仙
台
市
内
法
華
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、

「
組
織
強
化
・
拡
大
対
策
会
議
」
を
開
催
し
た
。

 
国
労
が
最
重
要
視
す
る
課
題
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
各
支
部
・

分
会
の
代
表
者
と
組
織
部
を
招
集
し
、
こ
の
間
の
総
括
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

東日本彦田青年部長

秋田地本高橋執行委員

秋田地本宮崎さんペンは剣よりも強し！これからも頑張ろう！＼(*⌒0⌒)


